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項 目 要   約 

１．研究の概要 脱炭素化やレジリエンス強化を実現する、既設原子力発電所や将来的に建設

が予想される小型モジュラー炉(SMR)を組み合わせた我が国のエネルギーシ

ステムの将来像を定量的に示すことが可能な原子力システム導入戦略分析

ツールを開発し、地域性や負荷追従性能等の工学的制約条件、地震応答評価

やウラン、プルトニウム需給バランスを考慮した大型原子炉・SMRの立地条

件や運用の技術的成立性を踏まえた検討、エネルギーシステム高度化に資す

る導入可能なSMRの概念設計と課題抽出を行うことを目的として、以下の研

究開発を行う。 

１）電力レジリエンス分析ツールの開発 

２）エネルギー需給分析モデルの開発 

３）原子力システム導入戦略分析用原子力システム技術の評価 

４）多目的利用システムモデルの開発 

５）対象とする原子力システム技術の評価 

２．総合評価 Ａ ・統合という横断的な視点は非常に重要であるため、課題等をしっかり取り

まとめて欲しい。また、評価にあたってはニーズ側の視点についても考慮

する必要がある。 

・脱炭素社会に向けてバッテリー開発や蓄熱技術が進んでいるため、様々な

面から評価を行って欲しい。 

Ａ）目標にそった優れた成果があげられており、継続は妥当 

Ｂ）一部の内容について継続は妥当。または、 改善の上での継続が妥当で

ある。 

Ｃ）継続すべきでない。 


